
記載日、作成日を記入する

階級

年 月 日 （ ） 時 分

時 分

【災害出動】

1

2

3

4

　活動時間　　　　　時　　　　　分 □４時間未満　　□４時間以上

□ /3 □ /

）

□ □

□

ｋｍ □ □

ｋｍ □ □

ｋｍ □ □

【会議等】 □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

計

令和 年 月 日

野田市消防団 第 ○ 分団 部 班　　長 氏名 　消防　太郎（記入者）

活 動 日 時 令 和 ○ ○ ○ ○ 開始時間 ○○ ○○

活 動 場 所 野田市 野田○○○番地　○○宅 終了時間 ○○ ○○

※災害出動の場合は、覚知時間は開始時間とし、終了時間は解散時間とする。

出動内容：■建物火災　□建物火災以外　□自然災害　　□誤報出動(警戒)

活動内容：（■消火活動　□交通整理　■火災補助　□残火処理　□待機※）

放水有無：■有　□無　　　※待機指示　□無線　□方面隊　□他(　　　　　　　)

使用水利：■防火水槽　□消火栓　□自然水利　□中継

消 防 本 部 処 理

【訓練出動】 記載されている項目に該当しない場合は、活動内容に記載し報告すること

年間計画に基づく訓練（ 回） 操法大会に向けた訓練（ 回）

　　活動内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【警戒出動】　※5人以内 【機械器具点検】 不良箇所

年間計画に基づく警戒 機械器具点検

上記以外の警戒 点検項目

警戒終了　 エンジン状態 ホース

警戒開始 バッテリー状態 管槍

距　　離 サイレン 発電機

赤色の点灯 サーチライト

幹部会議・その他会議 方向指示器 三脚

方面隊会議 ライト（車幅灯、前照灯） スタンドパイプ

分団会議（　　　／2回） ポンプ（真空点検） とび口

階　級 氏　名 階　級 氏　名

1 分団長 警防　大輔 9

2 部長 救急　次郎 10

3 班長 消防　太郎 11

4 団員 予防　和夫 12

5 団員 救助　一郎 13

6 14

7 15

8

出動人員 5 名

※消防団が火災出動した場合は、放水の有無に関わらず、火災報告取扱要領に基づき千葉県に報告しなければならない。

※災害出動報告は、現場指揮本部又は最寄りの消防署、分署及び出張所に当日、若しくは翌日までに提出してください。

消 防 団 出 動 報 告 書

走
行
距
離

災害現場で提出

建物火災に出場した場合の記載例
【想定】建物火災に出場。防火水槽に水利部署し消火活動を実施した場合

指揮隊から解散
指示を受けた時間

記載例



記載日、作成日を記入する

階級

年 月 日 （ ） 時 分

時 分

【災害出動】

1

2

3

4

　活動時間　　　　　時　　　　　分 □４時間未満　　□４時間以上

□ /3 □ /

）

□ □

□

ｋｍ □ □

ｋｍ □ □

ｋｍ □ □

【会議等】 □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

計

令和 年 月 日

野田市消防団 第 ○ 分団 ○ 部 班　　長 氏名 　消防　太郎（記入者）

活 動 日 時 令 和 ○ ○ ○ ○ 開始時間 ○○ ○○

活 動 場 所 野田市 木野崎地先利根川河川敷 終了時間 ○○ ○○

※災害出動の場合は、覚知時間は開始時間とし、終了時間は解散時間とする。

出動内容：□建物火災　■建物火災以外　□自然災害　　□誤報出動(警戒)

活動内容：（■消火活動　□交通整理　■火災補助　■残火処理　□待機※）

放水有無：■有　□無　　　※待機指示　□無線　□方面隊　□他(　　　　　　　)

使用水利：□防火水槽　□消火栓　■自然水利　□中継

消 防 本 部 処 理

【訓練出動】 記載されている項目に該当しない場合は、活動内容に記載し報告すること

年間計画に基づく訓練（ 回） 操法大会に向けた訓練（ 回）

　　活動内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【警戒出動】　※5人以内 【機械器具点検】 不良箇所

年間計画に基づく警戒 機械器具点検

上記以外の警戒 点検項目

警戒終了　 エンジン状態 ホース

警戒開始 バッテリー状態 管槍

距　　離 サイレン 発電機

赤色の点灯 サーチライト

幹部会議・その他会議 方向指示器 三脚

方面隊会議 ライト（車幅灯、前照灯） スタンドパイプ

分団会議（　　　／2回） ポンプ（真空点検） とび口

階　級 氏　名 階　級 氏　名

1 分団長 警防　大輔 9

2 部長 救急　次郎 10

3 班長 消防　太郎 11

4 団員 予防　和夫 12

5 団員 救助　一郎 13

6 14

7 15

8

出動人員 5 名

※消防団が火災出動した場合は、放水の有無に関わらず、火災報告取扱要領に基づき千葉県に報告しなければならない。

※災害出動報告は、現場指揮本部又は最寄りの消防署、分署及び出張所に当日、若しくは翌日までに提出してください。

消 防 団 出 動 報 告 書

走
行
距
離

災害現場で提出

建物火災以外の火災出場（その他の火災）した場合の記載例
【想定】管轄地域（地元分団）で、自然水利を活用し放水から残火処理まで実施した場合

指揮隊から解散
指示を受けた時間



記載日、作成日を記入する

階級

年 月 日 （ ） 時 分

時 分

【災害出動】

1

2

3

4

　活動時間　　　　　時　　　　　分 □４時間未満　　□４時間以上

□ /3 □ /

）

□ □

□

ｋｍ □ □

ｋｍ □ □

ｋｍ □ □

【会議等】 □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

計

令和 年 月 日

野田市消防団 第 ○ 分団 部 班　　長 氏名 　消防　太郎（記入者）

活 動 日 時 令 和 ○ ○ ○ ○ 開始時間 ○○ ○○

活 動 場 所 野田市 野田○○○番地　○○宅 終了時間 ○○ ○○

※災害出動の場合は、覚知時間は開始時間とし、終了時間は解散時間とする。

出動内容：■建物火災　□建物火災以外　□自然災害　　□誤報出動(警戒)

活動内容：（□消火活動　□交通整理　□火災補助　□残火処理　■待機※）

放水有無：□有　□無　　　※待機指示　■無線　□方面隊　□他(　　　　　　　)

使用水利：□防火水槽　□消火栓　□自然水利　□中継

消 防 本 部 処 理

【訓練出動】 記載されている項目に該当しない場合は、活動内容に記載し報告すること

年間計画に基づく訓練（ 回） 操法大会に向けた訓練（ 回）

　　活動内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　消防本部（通信室）より待機の指示を受けた

【警戒出動】　※5人以内 【機械器具点検】 不良箇所

年間計画に基づく警戒 機械器具点検

上記以外の警戒 点検項目

警戒終了　 エンジン状態 ホース

警戒開始 バッテリー状態 管槍

距　　離 サイレン 発電機

赤色の点灯 サーチライト

幹部会議・その他会議 方向指示器 三脚

方面隊会議 ライト（車幅灯、前照灯） スタンドパイプ

分団会議（　　　／2回） ポンプ（真空点検） とび口

階　級 氏　名 階　級 氏　名

1 分団長 警防　大輔 9

2 部長 救急　次郎 10

3 班長 消防　太郎 11

4 団員 予防　和夫 12

5 団員 救助　一郎 13

6 14

7 15

8

出動人員 5 名

※消防団が火災出動した場合は、放水の有無に関わらず、火災報告取扱要領に基づき千葉県に報告しなければならない。

※災害出動報告は、現場指揮本部又は最寄りの消防署、分署及び出張所に当日、若しくは翌日までに提出してください。

消 防 団 出 動 報 告 書

走
行
距
離

当日または翌日まで
に最寄りの消防署に
提出

待機指示を受けた場合の記載例
建物火災で器具置場に参集し消防本部（通信室）から待機の指示を受けた場合

通信室から解散
指示を受けた時間



記載日、作成日を記入する

階級

年 月 日 （ ） 時 分

時 分

【災害出動】

1

2

3

4

　活動時間　　　　　時　　　　　分 □４時間未満　　□４時間以上

□ /3 □ /

）

□ □

□

ｋｍ □ □

ｋｍ □ □

ｋｍ □ □

【会議等】 □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

計

令和 年 月 日

野田市消防団 第 ○ 分団 部 班　　長 氏名 　消防　太郎（記入者）

活 動 日 時 令 和 ○ ○ ○ ○ 開始時間 ○○ ○○

活 動 場 所 野田市 野田○○○番地　○○宅 終了時間 ○○ ○○

※災害出動の場合は、覚知時間は開始時間とし、終了時間は解散時間とする。

出動内容：■建物火災　□建物火災以外　□自然災害　　■誤報出動(警戒)

活動内容：（□消火活動　□交通整理　□火災補助　□残火処理　□待機※）

放水有無：□有　□無　　　※待機指示　□無線　□方面隊　□他(　　　　　　　)

使用水利：□防火水槽　□消火栓　□自然水利　□中継

消 防 本 部 処 理

【訓練出動】 記載されている項目に該当しない場合は、活動内容に記載し報告すること

年間計画に基づく訓練（ 回） 操法大会に向けた訓練（ 回）

　　活動内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　誤報出動

【警戒出動】　※5人以内 【機械器具点検】 不良箇所

年間計画に基づく警戒 機械器具点検

上記以外の警戒 点検項目

警戒終了　 エンジン状態 ホース

警戒開始 バッテリー状態 管槍

距　　離 サイレン 発電機

赤色の点灯 サーチライト

幹部会議・その他会議 方向指示器 三脚

方面隊会議 ライト（車幅灯、前照灯） スタンドパイプ

分団会議（　　　／2回） ポンプ（真空点検） とび口

階　級 氏　名 階　級 氏　名

1 分団長 警防　大輔 9

2 部長 救急　次郎 10

3 班長 消防　太郎 11

4 団員 予防　和夫 12

5 団員 救助　一郎 13

6 14

7 15

8

出動人員 5 名

※消防団が火災出動した場合は、放水の有無に関わらず、火災報告取扱要領に基づき千葉県に報告しなければならない。

※災害出動報告は、現場指揮本部又は最寄りの消防署、分署及び出張所に当日、若しくは翌日までに提出してください。

消 防 団 出 動 報 告 書

走
行
距
離

災害現場に消防職員がいる場合
は、災害現場で提出。
職員がいない場合は、当日または
翌日までに最寄りの消防署に提出

誤報出動の記載例
建物火災で器具置場に参集し出動したが、誤報であった場合

災害現場を
引揚げた時間



記載日、作成日を記入する

階級

年 月 日 （ ） 時 分

時 分

【災害出動】

1

2

3

4

　活動時間　　　　　時　　　　　分 □４時間未満　　□４時間以上

■ /3 □ /

）

□ ■

□

ｋｍ ■ ■

ｋｍ ■ ■

ｋｍ ■ ■

【会議等】 ■ ■

□ ■ ■

□ ■ ■

□ ■ ■

計

令和 年 月 日

野田市消防団 第 ○ 分団 ○ 部 班　　長 氏名 　消防　太郎（記入者）

活 動 日 時 令 和 ○ ○ ○ ○ 開始時間 ○○ ○○

活 動 場 所 野田市 船形第二清掃工場訓練場 終了時間 ○○ ○○

※災害出動の場合は、覚知時間は開始時間とし、終了時間は解散時間とする。

出動内容：□建物火災　□建物火災以外　□自然災害　　□誤報出動(警戒)

活動内容：（□消火活動　□交通整理　□火災補助　□残火処理　□待機※）

放水有無：□有　□無　　　※待機指示　□無線　□方面隊　□他(　　　　　　　)

使用水利：□防火水槽　□消火栓　□自然水利　□中継

消 防 本 部 処 理

【訓練出動】 記載されている項目に該当しない場合は、活動内容に記載し報告すること

年間計画に基づく訓練（ 2 回） 操法大会に向けた訓練（ 回）

　　活動内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○分団と合同放水訓練

【警戒出動】　※5人以内 【機械器具点検】 不良箇所

年間計画に基づく警戒 機械器具点検

上記以外の警戒 点検項目

警戒終了　 エンジン状態 ホース

警戒開始 バッテリー状態 管槍

距　　離 サイレン 発電機

赤色の点灯 サーチライト

幹部会議・その他会議 方向指示器 三脚

方面隊会議 ライト（車幅灯、前照灯） スタンドパイプ

分団会議（　　　／2回） ポンプ（真空点検） とび口

階　級 氏　名 階　級 氏　名

1 分団長 警防　大輔 9

2 部長 救急　次郎 10

3 班長 消防　太郎 11

4 団員 予防　和夫 12

5 団員 救助　一郎 13

6 14

7 15

8

出動人員 5 名

※消防団が火災出動した場合は、放水の有無に関わらず、火災報告取扱要領に基づき千葉県に報告しなければならない。

※災害出動報告は、現場指揮本部又は最寄りの消防署、分署及び出張所に当日、若しくは翌日までに提出してください。

消 防 団 出 動 報 告 書

走
行
距
離

訓練出動の記載例
年間訓練計画に基づく２回目の訓練で○○分団と合同で放水訓練を実施した

機械器具点検は、訓練または警戒出動と併せて
行うので、実施した場合は、点検項目を■する



記載日、作成日を記入する

階級

年 月 日 （ ） 時 分

時 分

【災害出動】

1

2

3

4

　活動時間　　　　　時　　　　　分 □４時間未満　　□４時間以上

□ /3 ■ / 16

）

□ □

□

ｋｍ □ □

ｋｍ □ □

ｋｍ □ □

【会議等】 □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

計

令和 年 月 日

野田市消防団 第 ○ 分団 ○ 部 班　　長 氏名 　消防　太郎（記入者）

活 動 日 時 令 和 ○ ○ ○ ○ 開始時間 ○○ ○○

活 動 場 所 野田市 船形第二清掃工場訓練場 終了時間 ○○ ○○

※災害出動の場合は、覚知時間は開始時間とし、終了時間は解散時間とする。

出動内容：□建物火災　□建物火災以外　□自然災害　　□誤報出動(警戒)

活動内容：（□消火活動　□交通整理　□火災補助　□残火処理　□待機※）

放水有無：□有　□無　　　※待機指示　□無線　□方面隊　□他(　　　　　　　)

使用水利：□防火水槽　□消火栓　□自然水利　□中継

消 防 本 部 処 理

【訓練出動】 記載されている項目に該当しない場合は、活動内容に記載し報告すること

年間計画に基づく訓練（ 回） 操法大会に向けた訓練（ 5 回）

　　活動内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　市内操法大会に向けての訓練

【警戒出動】　※5人以内 【機械器具点検】 不良箇所

年間計画に基づく警戒 機械器具点検

上記以外の警戒 点検項目

警戒終了　 エンジン状態 ホース

警戒開始 バッテリー状態 管槍

距　　離 サイレン 発電機

赤色の点灯 サーチライト

幹部会議・その他会議 方向指示器 三脚

方面隊会議 ライト（車幅灯、前照灯） スタンドパイプ

分団会議（　　　／2回） ポンプ（真空点検） とび口

階　級 氏　名 階　級 氏　名

1 分団長 警防　大輔 9

2 部長 救急　次郎 10

3 班長 消防　太郎 11

4 団員 予防　和夫 12

5 団員 救助　一郎 13

6 14

7 15

8

出動人員 5 名

※消防団が火災出動した場合は、放水の有無に関わらず、火災報告取扱要領に基づき千葉県に報告しなければならない。

※災害出動報告は、現場指揮本部又は最寄りの消防署、分署及び出張所に当日、若しくは翌日までに提出してください。

消 防 団 出 動 報 告 書

走
行
距
離

訓練出動の記載例
市内操法大会出場（１６回）に向けての5回目の操法訓練



記載日、作成日を記入する

階級

年 月 日 （ ） 時 分

時 分

【災害出動】

1

2

3

4

　活動時間　　　　　時　　　　　分 □４時間未満　　□４時間以上

□ /3 ■ / 3

）

□ □

□

ｋｍ □ □

ｋｍ □ □

ｋｍ □ □

【会議等】 □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

計

令和 年 月 日

野田市消防団 第 ○ 分団 ○ 部 班　　長 氏名 　消防　太郎（記入者）

活 動 日 時 令 和 ○ ○ ○ ○ 開始時間 ○○ ○○

活 動 場 所 野田市 船形第二清掃工場訓練場 終了時間 ○○ ○○

※災害出動の場合は、覚知時間は開始時間とし、終了時間は解散時間とする。

出動内容：□建物火災　□建物火災以外　□自然災害　　□誤報出動(警戒)

活動内容：（□消火活動　□交通整理　□火災補助　□残火処理　□待機※）

放水有無：□有　□無　　　※待機指示　□無線　□方面隊　□他(　　　　　　　)

使用水利：□防火水槽　□消火栓　□自然水利　□中継

消 防 本 部 処 理

【訓練出動】 記載されている項目に該当しない場合は、活動内容に記載し報告すること

年間計画に基づく訓練（ 回） 操法大会に向けた訓練（ 2 回）

　　活動内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　操法指導訓練

【警戒出動】　※5人以内 【機械器具点検】 不良箇所

年間計画に基づく警戒 機械器具点検

上記以外の警戒 点検項目

警戒終了　 エンジン状態 ホース

警戒開始 バッテリー状態 管槍

距　　離 サイレン 発電機

赤色の点灯 サーチライト

幹部会議・その他会議 方向指示器 三脚

方面隊会議 ライト（車幅灯、前照灯） スタンドパイプ

分団会議（　　　／2回） ポンプ（真空点検） とび口

階　級 氏　名 階　級 氏　名

1 分団長 警防　大輔 9

2 部長 救急　次郎 10

3 班長 消防　太郎 11

4 団員 予防　和夫 12

5 団員 救助　一郎 13

6 14

7 15

8

出動人員 5 名

※消防団が火災出動した場合は、放水の有無に関わらず、火災報告取扱要領に基づき千葉県に報告しなければならない。

※災害出動報告は、現場指揮本部又は最寄りの消防署、分署及び出張所に当日、若しくは翌日までに提出してください。

消 防 団 出 動 報 告 書

走
行
距
離

訓練出動の記載例
市内操法大会出場辞退（3回）の２回目の操法訓練



記載日、作成日を記入する

階級

年 月 日 （ ） 時 分

時 分

【災害出動】

1

2

3

4

　活動時間　　　　　時　　　　　分 □４時間未満　　□４時間以上

□ /3 □ /

）

□ ■

□

ｋｍ ■ ■

ｋｍ ■ ■

ｋｍ ■ ■

【会議等】 ■ ■

□ ■ ■

□ ■ ■

□ ■ ■

計

令和 年 月 日

野田市消防団 第 ○ 分団 ○ 部 班　　長 氏名 　消防　太郎（記入者）

活 動 日 時 令 和 ○ ○ ○ ○ 開始時間 ○○ ○○

活 動 場 所 野田市 消防団○○分団○部　器具置場 終了時間 ○○ ○○

※災害出動の場合は、覚知時間は開始時間とし、終了時間は解散時間とする。

出動内容：□建物火災　□建物火災以外　□自然災害　　□誤報出動(警戒)

活動内容：（□消火活動　□交通整理　□火災補助　□残火処理　□待機※）

放水有無：□有　□無　　　※待機指示　□無線　□方面隊　□他(　　　　　　　)

使用水利：□防火水槽　□消火栓　□自然水利　□中継

消 防 本 部 処 理

【訓練出動】 記載されている項目に該当しない場合は、活動内容に記載し報告すること

年間計画に基づく訓練（ 回） 操法大会に向けた訓練（ 回）

　　活動内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　消防団長特別点検後に機械器具点検を実施

【警戒出動】　※5人以内 【機械器具点検】 不良箇所

年間計画に基づく警戒 機械器具点検

上記以外の警戒 点検項目

警戒終了　 エンジン状態 ホース

警戒開始 バッテリー状態 管槍

距　　離 サイレン 発電機

赤色の点灯 サーチライト

幹部会議・その他会議 方向指示器 三脚

方面隊会議 ライト（車幅灯、前照灯） スタンドパイプ

分団会議（　　　／2回） ポンプ（真空点検） とび口

階　級 氏　名 階　級 氏　名

1 分団長 警防　大輔 9

2 部長 救急　次郎 10

3 班長 消防　太郎 11

4 団員 予防　和夫 12

5 団員 救助　一郎 13

6 14

7 15

8

出動人員 5 名

※消防団が火災出動した場合は、放水の有無に関わらず、火災報告取扱要領に基づき千葉県に報告しなければならない。

※災害出動報告は、現場指揮本部又は最寄りの消防署、分署及び出張所に当日、若しくは翌日までに提出してください。

消 防 団 出 動 報 告 書

走
行
距
離

機械器具点検のみの記載例
年間行事の消防団長特別点検に参加。その後、機械器具点検を実施した。

機械器具点検は、訓練または警戒出動と併せて
行うが、訓練参加報告書は、実施場所で提出する
ため、機械器具点検のみで出動報告書を作成す

機械器具点検の実施者は、訓練の参加者
とする



記載日、作成日を記入する

階級

年 月 日 （ ） 時 分

時 分

【災害出動】

1

2

3

4

　活動時間　　　　　時　　　　　分 □４時間未満　　□４時間以上

□ /3 □ /

）

■ ■

□

ｋｍ ■ ■

ｋｍ ■ ■

ｋｍ ■ ■

【会議等】 ■ ■

□ ■ ■

□ ■ ■

□ ■ ■

計

令和 年 月 日

野田市消防団 第 ○ 分団 ○ 部 班　　長 氏名 　消防　太郎（記入者）

活 動 日 時 令 和 ○ ○ ○ ○ 開始時間 ○○ ○○

活 動 場 所 野田市 消防団○○分団○部　器具置場 終了時間 ○○ ○○

※災害出動の場合は、覚知時間は開始時間とし、終了時間は解散時間とする。

出動内容：□建物火災　□建物火災以外　□自然災害　　□誤報出動(警戒)

活動内容：（□消火活動　□交通整理　□火災補助　□残火処理　□待機※）

放水有無：□有　□無　　　※待機指示　□無線　□方面隊　□他(　　　　　　　)

使用水利：□防火水槽　□消火栓　□自然水利　□中継

消 防 本 部 処 理

【訓練出動】 記載されている項目に該当しない場合は、活動内容に記載し報告すること

年間計画に基づく訓練（ 回） 操法大会に向けた訓練（ 回）

　　活動内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【警戒出動】　※5人以内 【機械器具点検】 不良箇所

年間計画に基づく警戒 機械器具点検

上記以外の警戒 点検項目

警戒終了　 123 エンジン状態 ホース

警戒開始 111 バッテリー状態 管槍

距　　離 12 サイレン 発電機

赤色の点灯 サーチライト

幹部会議・その他会議 方向指示器 三脚

方面隊会議 ライト（車幅灯、前照灯） スタンドパイプ

分団会議（　　　／2回） ポンプ（真空点検） とび口

階　級 氏　名 階　級 氏　名

1 分団長 警防　大輔 9

2 部長 救急　次郎 10

3 班長 消防　太郎 11

4 団員 予防　和夫 12

5 団員 救助　一郎 13

6 14

7 15

8

出動人員 5 名

※消防団が火災出動した場合は、放水の有無に関わらず、火災報告取扱要領に基づき千葉県に報告しなければならない。

※災害出動報告は、現場指揮本部又は最寄りの消防署、分署及び出張所に当日、若しくは翌日までに提出してください。

消 防 団 出 動 報 告 書

走
行
距
離

警戒出動の記載例
年間計画に基づく警戒と械器具点検を実施した。

機械器具点検は、訓練または警戒出動と併せて
行うので、実施した場合は、点検項目を■する



記載日、作成日を記入する

階級

年 月 日 （ ） 時 分

時 分

【災害出動】

1

2

3

4

　活動時間　　　　　時　　　　　分 □４時間未満　　□４時間以上

□ /3 □ /

）

■

□

ｋｍ ■ ■

ｋｍ ■ ■

ｋｍ ■ ■

【会議等】 ■ ■

□ ■ ■

□ ■ ■

■ ■ ■

計

令和 年 月 日

野田市消防団 第 ○ 分団 ○ 部 班　　長 氏名 　消防　太郎（記入者）

活 動 日 時 令 和 ○ ○ ○ ○ 開始時間 ○○ ○○

活 動 場 所 野田市 消防団○○分団○部　器具置場 終了時間 ○○ ○○

※災害出動の場合は、覚知時間は開始時間とし、終了時間は解散時間とする。

出動内容：□建物火災　□建物火災以外　□自然災害　　□誤報出動(警戒)

活動内容：（□消火活動　□交通整理　□火災補助　□残火処理　□待機※）

放水有無：□有　□無　　　※待機指示　□無線　□方面隊　□他(　　　　　　　)

使用水利：□防火水槽　□消火栓　□自然水利　□中継

消 防 本 部 処 理

【訓練出動】 記載されている項目に該当しない場合は、活動内容に記載し報告すること

年間計画に基づく訓練（ 回） 操法大会に向けた訓練（ 回）

　　活動内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【警戒出動】　※5人以内 【機械器具点検】 不良箇所

年間計画に基づく警戒 機械器具点検

上記以外の警戒 点検項目

警戒終了　 エンジン状態 ホース

警戒開始 バッテリー状態 管槍

距　　離 サイレン 発電機

赤色の点灯 サーチライト

幹部会議・その他会議 方向指示器 三脚

方面隊会議 ライト（車幅灯、前照灯） スタンドパイプ

分団会議（　　１／2回） ポンプ（真空点検） とび口

階　級 氏　名 階　級 氏　名

1 分団長 警防　大輔 9

2 部長 救急　次郎 10

3 班長 消防　太郎 11

4 団員 予防　和夫 12

5 団員 救助　一郎 13

6 14

7 15

8

出動人員 5 名

※消防団が火災出動した場合は、放水の有無に関わらず、火災報告取扱要領に基づき千葉県に報告しなければならない。

※災害出動報告は、現場指揮本部又は最寄りの消防署、分署及び出張所に当日、若しくは翌日までに提出してください。

消 防 団 出 動 報 告 書

走
行
距
離

会議の記載例（年間計画に基づき２回）
各分団または各部において会議（１回目）を実施した。

器具置場において会議を実施した場合で機械器具
点検を実施した場合は、点検項目を■する

会議報告書を添付する。



資料５

消防団会議報告書（記載例）

報告者 ○○分団○部 階級 部 長 氏名 消防 太郎

１ 実 施 日 令和○年○月○○日

２ 実施時間 ○○時○○分から○○時○○分

３ 実施場所 ○○分団○部 消防団器具置場

４ 会議内容

⑴ 令和○年度活動について

今年度の年間消防団行事と警戒回数、訓練回数を確認し、消防本部に提出

する年間計画表を作成した。

⑵ 災害出動について

団員全員が災害メールを受信しているか確認し災害メールを受信後、器具

置場に参集、出動について話し合い災害対応に備える。

ア．災害メールの【災害発生連絡】住所確認と火災種別（建物火災、建物

火災以外）を確認し、管轄の災害であれば、出動の可否を判断すること

を共有した。

イ．消防団火災等出動区域指定表で自分達が出動する管轄地域（字名）と

応援区域（地区）を再確認した。

ウ．災害が誤報であった場合の報告について共有した。

エ．報告書の記載要領を共有した。

⑶ 市内操法大会出場について

・市内操法大会に出場するか話し合い、出場することを決定した。

・市内操法大会までの訓練計画や出場隊員について話し合った。

・訓練時間や訓練方法について話し合った。

⑷ その他

方面隊からの通知や消防本部からの通知について分団内で共有した。


